
令和７年度　学校経営方針 

 

 白子町立関小学校　

１　学校経営の基本理念 

　　未来を展望し、現代の学校教育課題を踏まえ、新しい時代を担う健康で知性と特性を備えた、心豊

 　かなたくましい児童の育成と、生涯学習の基礎づくりをめざす。

 　☆　健康・知性・徳性

 

２　学校教育目標 

 

 

 

 

 

 教育目標に向けた願い

　子供たちには、「いつも笑顔でいてほしい」いう願いをもっている。友達や周りの人たちから自

分のよさを認められたり、生かされたりしたときに、個人が尊重され、一人一人が集団の中で輝

き笑顔がひろがる。そのためには学校生活の中で、子供と子供、子供と教職員、教職員と教職員、

及び教職員と保護者との心のつながりを大切にさせていきたい。全教職員で全児童を育てるとい

う意識をもち、「一人で抱え込まない」職員室の雰囲気を大切にしていきたい。 

　また、児童・教職員一人一人が自分らしさを発揮でき、生き生きとした学校生活を送り、豊か

な心で笑顔にあふれる「関小学校」を目指して、子供たちと教職員とで力あわせ、学校をつくり

あげていきたい。

 

３　めざす子供の姿 

やさしく　かしこく　たくましく

　・やさしく　（思いやりがあり、みんなと力を合わせる） 

　・かしこく　（目標をもち、すすんで学習できる） 

　・たくましく（健康で、心身ともにたくましい） 

＊子供たちにとっての「やさしく」「かしこく」「たくましく」とはどんなものなのかを、 

　自分たちで考え、実践できる学級経営をして欲しい。 

 

４　めざす学校の姿 

 　・　夢や希望を抱き、楽しく充実した生活ができる学校

 　・　個性を発揮し、成就感や達成感が得られる学校

 　・　家庭・地域との連携を深め、開かれた学校

  ＜通ってよかった学校(児童)　通わせてよかった学校(保護者)　勤めてよかった学校(教職員)＞ 

 

５　めざす教職員の姿 

　・　子供のよさを生かし、可能性を伸ばそうとする教職員 

 　・　自らの教育的信念をもち、全体の和を考える教職員

　・　熱意と創意工夫を大切にし、自ら学び続ける教職員 



６　学校経営の基本方針 

 　☆　「ファミリー関小」を支える教職員体制づくり

　　①　今求められる資質・能力を基盤とした授業力の向上に努める（授業で勝負できる教員）。 

　　②　同僚性を意識し、「みんなでつくりあげる学校」の意識を高める。 

　　＊「活力ある学校」「生きる力の育成」「信頼される学校」 

 

７　学校経営の重点（臨機応変に） 

 （１）学級経営の充実

 　☆　温もりのある人間関係づくり

　　①　学校教育目標達成のために学級目標の具現化を図り、児童が主体的に関わる学級づくりに努め 

 　　　る。

 　　②　充実した楽しい学校生活ができるよう、創意工夫した活力ある学級経営に努める。

　　③　連絡帳・電話連絡、保護者の来校機会を活用しながら意思疎通を図り、信頼関係を築くととも

　　　に、子供の成長を保護者と共に喜ぶ姿勢を大切にする。 

 

 （２）ふるさと教育の推進

 　☆　ふるさと白子への愛着と誇りをもつ子供を育てる学校づくり

 　　①　ふるさと体験活動を通して、ふるさと白子を愛する教育の推進を図る。

 　　②　教職員の連携や児童・生徒の交流活動を通して、生き方をつなぐ小中連携を深める。

 　　③　ふるさと交流活動を通して、地域ネットワークづくりを進める。

 

 （３）生徒指導の充実

 　☆　情報連携から行動連携へのシステムづくり

 　　①　教育相談の充実を図り、児童理解に努め、好ましい人間関係を構築する。

 　　②　特別支援教育の充実を図り、報告・連絡・相談を徹底し、組織的に対応する。

 　　③　人権意識の高揚を図り、いじめを見逃さない環境と命を大切にする教育を推進する。

 

 （４）確かな学力の育成

 　☆　学力を保障する授業づくり

　　①　今求められている資質・能力の育成を基盤とした授業力の向上を図る。 

 　　②　学習評価の工夫改善を図り、一人一人の学習意欲の向上を図る。

　　③　言語活動や体験的活動、効果的なICTの活用により、個に応じた指導の充実に努める。 

 

 （５）健康・安全教育の充実

　☆　安全で生き生きと活動できる環境づくり 

 　　①　養護教諭や栄養教諭等と連携し、健康や食に関する指導の充実を図る。

 　　②　基本的な生活習慣の定着を図るとともに、児童の体力向上に取り組む。

 　　②　「自分の命は自分で守る」児童を育成するために、防災意識の向上を図る。

 

 （６）働き方改革の推進

  ☆　子供と向き合い、心と時間にゆとりのある教育環境づくり 

    ①　仕事におけるマネジメントを意識し、教師が心と時間にゆとりをもてる職場環境をつくる。 

    ②　目標申告を活用し、ゴールを明確にした具体的な目標を設定・評価することによる自己改革を

 　　　めざす。

     ③　モラールアップ委員会を核として、同僚意識の高揚を図る。

    ④　職員室での会話を大切にし、様々な情報を伝え合える職員室文化を創り出す。 

    ⑤　自分自身のメンタルと向き合う意識やスキルの向上を図る。


